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① 浸水ハザード（最大ハザード） × 建築物（階数）＋ 避難所 

（７）東部地区（田主丸） 

〇巨瀬川沿いに、想定最大規模の洪水時に建築物が倒壊するおそれがある家屋倒壊等氾濫想

定区域が指定されている。 

〇居住誘導区域内のほとんどの地区が、想定最大規模の洪水時に浸水深が 0.5m 以上 3m 未

満であるが、部分的に 3m 以上となっており垂直避難可能な建築物が少ない。 

〇巨瀬川の家屋倒壊等氾濫想定区域（河岸侵食）が指定される当該地域は、第１種住居地

域であり、主に木造の戸建て住宅が建築されている。 

〇田主丸総合支所の敷地の一部に、家屋倒壊等氾濫想定区域が指定されている。 

田主丸地区（誘導区域東側） 

地域生活拠点
（田主丸）

ＪＲ田主丸駅 （凡例）

② 浸水ハザード（家屋倒壊等氾濫想定区域）×建築物（木造・非木造）＋用途地域 
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③ 浸水ハザード（最大ハザード） × 自走式立体駐車場（階数） 

〇田主丸地区においては、自走式立体駐車場はほとんど立地していない。 

田主丸総合支所

（凡例）

直近の浸水エリア
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④ 浸水ハザード（最大ハザード） × 要配慮者利用施設 ＋ 避難所 

〇田主丸地区の居住誘導区域内に立地する要配慮者利用施設は、想定最大浸水深３ｍ未満と

なっているが、家屋倒壊等氾濫想定区域（河岸侵食）内に立地している施設がある。 

〇居住誘導区域外に、想定最大浸水深３ｍ以上の地域や巨瀬川の家屋倒壊等氾濫想定区域

（氾濫流・河岸侵食）内に立地する施設がある。 

④’ 浸水ハザード（Ｌ２浸水継続時間） × 要配慮者利用施設 ＋ 避難所 

〇田主丸地区の居住誘導区域内に立地する要配慮者利用施設は、想定最大浸水深は３ｍ未

満であり、浸水継続時間は３日以内の地域に立地している。 

〇居住誘導区域外において、施設周辺の浸水継続時間が長期になる地域に要配慮者利用施

設が立地している。 

（凡例）

（凡例）
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⑤ 浸水ハザード（浸水継続時間） × 緊急輸送路 ＋ 避難所 

〇浸水継続時間が３日から１週間程度となる地域を通行する緊急輸送路がある。 

⑤’ 浸水ハザード（直近の浸水） × 緊急輸送路 ＋ 避難所 

〇居住誘導区域外において浸水により被害が生じた箇所を通行する緊急輸送路がある。 

（凡例）

（凡例）
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⑦ 浸水ハザード（道路冠水注意マップ） × 通学路（避難路） ＋ 避難所 

〇道路冠水注意マップと通学路が、重なっている道路がある。 

⑦’ 浸水ハザード（直近の浸水箇所） × 通学路（避難路） ＋ 避難所 

〇直近の浸水箇所と通学路が、重なっている道路がある。 

（凡例）

（凡例）
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⑧ 浸水ハザード（最大ハザード） × 公園 
⑧’浸水ハザード（浸水継続時間） × 公園 

〇復旧活動の拠点として、活用可能な公園が配置されている。 

（復旧活動場所として防災機能の拡充が必要な公園がある） 

（凡例）

（凡例）
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〇東部地区（田主丸）に活用できるため池はない。 

⑨ 浸水ハザード（直近の浸水箇所） × ため池・クリーク 

（凡例）
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① 浸水ハザード（最大ハザード） × 建築物（階数）＋ 避難所 

（８）西部地区（城島・三潴） 

〇筑後川沿いに、想定最大規模の洪水時に建築物が倒壊するおそれがある家屋倒壊等氾濫想

定区域が指定されている。 

〇城島・三潴地区は、筑後川の想定最大浸水深よりも高潮による想定最大浸水深が大きく、

高潮による浸水リスクも考慮する必要がある。 

〇三潴総合支所周辺は想定最大規模による浸水のおそれがないが、犬塚駅周辺に 0.5m 以上

3m 未満の浸水が指定されており、垂直避難困難な建築物が存在する。 

地域生活拠点
（城島）

地域生活拠点
（三潴）
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城島地区（誘導区域西側） 

〇筑後川の家屋倒壊等氾濫想定区域（氾濫流）の指定がある当該地域は、準工業地域であ

るが、建築物はない。 

城島地区（誘導区域西側） 

〇筑後川の家屋倒壊等氾濫想定区域（河岸侵食）が指定される当該地域は、準工業地域、第

１種住居地域であり、主に木造の戸建て住宅が建築されている。 

② 浸水ハザード（家屋倒壊等氾濫想定区域）×建築物（木造・非木造）＋用途地域 
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③ 浸水ハザード（最大ハザード） × 自走式立体駐車場（階数） 

〇城島地区、三潴地区においては、自走式立体駐車場はほとんど立地していない。 

城島総合支所

三潴総合支所

（凡例）

直近の浸水エリア
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〇城島・三潴地区においては、高潮浸水想定区域の浸水深が大きくなっており、特に城島地

区は、ほとんどの要配慮者利用施設が３ｍ以上の区域に立地している。 

〇三潴地区の誘導区域内に立地する施設の想定最大浸水深は３ｍ未満となっているが、誘導

区域外に立地している「高齢者福祉施設及び介護福祉施設」については浸水深が３ｍ以上

となっている。 

〇城島・三潴地区の居住誘導区域内に立地している施設は、浸水継続時間が１日未満となる

地域に多い。 

〇居住誘導区域外においては、浸水継続時間が３日から１週間程度となる地域に要配慮者利

用施設が立地している。 

④’ 浸水ハザード（Ｌ２浸水継続時間） × 要配慮者利用施設 ＋ 避難所 

④ 浸水ハザード（最大ハザード） × 要配慮者利用施設 ＋ 避難所 

（凡例）

（凡例）
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⑤’ 浸水ハザード（直近の浸水） × 緊急輸送路 ＋ 避難所 

〇三潴地区において、直近の大雨で浸水する地域を通行する緊急輸送路がある。 

〇城島地区は総合支所を含む広範囲において、近年の豪雨により浸水被害が発生しており、

直近の大雨で浸水する地域を通行する緊急輸送路は通行止めが発生している。 

⑤ 浸水ハザード（浸水継続時間） × 緊急輸送路 ＋ 避難所 

〇三潴地区の居住誘導区域内は、浸水継続時間が３日以上となる地域はほとんどない。 

〇城島地区の居住誘導区域内において、浸水継続時間が３日から１週間程度となる地域を通

行する緊急輸送路がある。 

（凡例）

（凡例）
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⑦ 浸水ハザード（道路冠水注意マップ） × 通学路（避難路） ＋ 避難所 

〇道路冠水注意マップと通学路が重なっている道路が一部ある。 

〇城島地区は総合支所を含む広範囲において、近年の豪雨により浸水被害が発生しており、

直近の大雨でも通学路のほとんどが浸水した。 

〇三潴地区の居住誘導区域内は浸水した実績はほとんどないが、居住誘導区域外は浸水した

実績がある道路を通学路に指定している。 

⑦’ 浸水ハザード（直近の浸水箇所） × 通学路（避難路） ＋ 避難所 

（凡例）

（凡例）
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⑧ 浸水ハザード（最大ハザード） × 公園 
⑧’浸水ハザード（浸水継続時間） × 公園 

〇復旧活動の拠点として、活用可能な公園が配置されている。 

（復旧活動場所として防災機能の拡充が必要な公園がある） 

（凡例）

（凡例）
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⑨ 浸水ハザード（直近の浸水箇所） × ため池・クリーク 

〇浸水被害が生じている流域に事前放流での活用可能なため池が存在している。 

〇直近の浸水により被害が広範囲に生じている城島地区は、事前放流可能なクリークが存在

する。 

101

102

103

104

105

施設
番号

クリーク施設名称

101 田川城島１号線
102 田川城島２号線
103 田川城島３合繊
104 田川城島４号線
105 大溝線（国営青木線）
106 県営江島線
107 県営清松線
108 県営塚崎小犬塚線
109 第１号承水クリーク
110 第２号承水クリーク
111 第３号承水クリーク
112 第3-1・第3-2・第3-3号承水クリーク

113 第2-1・第2-2承水クリーク

114 第６号承水クリーク
115 第８号承水クリーク
116 第９号承水クリーク

117 第１０号承水クリーク

106

107

108

109

110
111

112

113

114

115

117

116

施設
番号

施設名称 所在地大字 字地番
防災
重点

土砂災害
警戒区域

最大ハザード
浸水区域内

流域 分類

84 清導寺（上）ため池 三潴町西牟田 6525-1他１筆 ○ 山ノ井川 A
85 清導寺（下）ため池 三潴町西牟田 6510-1 ○ 山ノ井川 A
86 第１孫田ため池 三潴町西牟田 6458 ○ 山ノ井川 A
87 第２孫田ため池 三潴町西牟田 6457 ○ 山ノ井川 A
88 第３孫田ため池 三潴町西牟田 6456-1 ○ 山ノ井川 A
89 新ため池 三潴町西牟田 65490-1 ○ 山ノ井川 A
90 銭亀ため池 三潴町西牟田 6416-1他２筆 ○ 山ノ井川 A

（凡例）
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（３）地域ごとの課題に対する取組方針                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）中心拠点地区 
主な河川流域 ： 筑後川・筒川・池町川・金丸川・高良川 

 

（２）中心拠点広域地区（中心拠点除く） 

主な河川流域 ：  筑後川・高良川・桃太郎川・上津荒木川・野添川 

 

⇒ リスクの低減内水

家屋倒壊等氾濫想定区域の
土地利用規制を検討

洪水 ⇒ リスクの回避

浸水被害を低減する対策を
講じる

⇒ リスクの低減内水

雨水の流出抑制を図る

⇒ リスクの低減内水

浸水リスクの周知、
危機意識の向上を図る

⇒ リスクの低減内水

浸水被害を軽減する対策を
講じる

都市機能の維持のための
土地利用規制を見直す

洪水 ⇒ リスクの低減

洪水

洪水

避難体制を強化する

地域の拠点公園の
防災機能拡充を行う

家屋倒壊等氾濫想定区域指定
箇所の土地利用規制を検討

洪水 ⇒ リスクの回避

⇒ リスクの低減

⇒ リスクの低減

洪水

要配慮者利用施設の避難
体制を確保する

⇒ リスクの低減

車の避難場所を確保する

⇒ リスクの低減内水

JR久留米駅

西鉄久留米駅

洪水 ⇒ リスクの低減

河川整備の推進を図る

（凡例）

直近の浸水エリア

洪水

洪水

避難体制を強化する

地域の拠点公園の
防災機能拡充を行う

⇒ リスクの低減

⇒ リスクの低減

雨水の流出抑制を図る

⇒ リスクの低減内水

浸水リスクの周知、
危機意識の向上を図る

⇒ リスクの低減内水

車の避難場所を確保する

⇒ リスクの低減内水

家屋倒壊等氾濫想定区域の
土地利用規制を検討

久留米IC

JR久留米駅

西鉄久留米駅

⇒ リスクの低減内水

浸水被害を低減する対策を
講じる

洪水 ⇒ リスクの回避

（凡例）

直近の浸水エリア
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（４）西部地区（大善寺・荒木など） 

主な河川流域 ： 筑後川・広川・野添川・上津荒木川 

 

（３）東部地区（久留米ＩＣ・善導寺など） 

主な河川流域： 筑後川・下弓削川・井田川・中谷川・岩井川・江川・不動川・藤町川 

 
⇒ リスクの低減内水

浸水被害を低減する
対策を講じる

洪水

地域の拠点公園の
防災機能拡充を行う

⇒ リスクの低減

洪水

避難体制を強化する

⇒ リスクの低減

⇒ リスクの低減内水

浸水リスクの周知、
危機意識の向上を図る

⇒ リスクの低減内水

雨水の流出抑制を図る

久留米IC
善導寺駅

⇒ リスクの低減内水

道路冠水を低減する対策を
講じる

車の避難場所を確保する

⇒ リスクの低減内水

洪水

要配慮者利用施設の避難
体制を確保する

⇒ リスクの低減

洪水 ⇒ リスクの低減

河川整備の推進を図る

（凡例）

直近の浸水エリア

家屋倒壊等氾濫想定区域の
土地利用規制を検討

洪水

ＪＲ荒木駅

西鉄大善寺駅

⇒ リスクの低減内水

浸水被害を低減する対策を
講じる

洪水

避難体制を強化する

洪水

地域の拠点公園の
防災機能拡充を行う

雨水の流出抑制を図る

⇒ リスクの低減内水

浸水リスクの周知、
危機意識の向上を図る

⇒ リスクの低減内水

⇒ リスクの低減

⇒ リスクの低減

⇒ リスクの回避

洪水

要配慮者利用施設の避難
体制を確保する

⇒ リスクの低減

（凡例）

直近の浸水エリア
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（６）北部地区（北野） 

主な河川流域： 筑後川・陣屋川・大刀洗川 

 

（５）北部地区（宮ノ陣・長門石・小森野） 

主な河川流域 ： 筑後川・宝満川・新宝満川・小森野川・荒瀬川 

 

北野総合支所

⇒ リスクの低減内水

浸水被害を低減する
対策を講じる

洪水

避難体制を強化する

洪水

⇒ リスクの回避

地域の拠点公園の
防災機能拡充を行う

家屋倒壊等氾濫想定区域の
土地利用規制を検討

洪水

⇒ リスクの低減

⇒ リスクの低減

⇒ リスクの低減内水

浸水リスクの周知、
危機意識の向上を図る

⇒ リスクの低減内水

雨水の流出抑制を図る

洪水

要配慮者利用施設の避難
体制を確保する

⇒ リスクの低減

（凡例）

直近の浸水エリア

家屋倒壊等氾濫想定区域の
土地利用規制を検討

洪水

洪水

避難体制を強化する

洪水

地域の拠点公園の
防災機能拡充を行う

⇒ リスクの回避

⇒ リスクの低減

⇒ リスクの低減

⇒ リスクの低減内水

浸水リスクの周知、
危機意識の向上を図る

⇒ リスクの低減内水

雨水の流出抑制を図る

西鉄宮の陣駅

洪水

要配慮者利用施設の避難
体制を確保する

⇒ リスクの低減

⇒ リスクの低減内水

浸水被害を低減する対策を
講じる

洪水 ⇒ リスクの低減

河川整備の推進を図る

（凡例）

直近の浸水エリア
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（８）西部地区（城島・三潴） 
主な河川流域： 筑後川、山ノ井川、宇田貫川 

（７）東部地区（田主丸地区） 

主な河川流域 ： 筑後川、巨瀬川、古川 

 

田主丸総合支所

⇒ リスクの低減内水

浸水被害を低減する対策を
講じる

⇒ リスクの回避

家屋倒壊等氾濫想定区域の
土地利用規制を検討

洪水
洪水

地域の拠点公園の
防災機能拡充を行う

⇒ リスクの低減

洪水・土砂

避難体制を強化する

⇒ リスクの低減⇒ リスクの低減内水

浸水リスクの周知、
危機意識の向上を図る

⇒ リスクの低減内水

雨水の流出抑制を図る

洪水

要配慮者利用施設の避難体
制を確保する

⇒ リスクの低減

（凡例）

直近の浸水エリア

家屋倒壊等氾濫想定区域の
土地利用規制を検討

洪水

⇒ リスクの低減内水

浸水被害を低減する対策を
講じる

洪水

避難体制を強化する

洪水

地域の拠点公園の
防災機能拡充を行う

⇒ リスクの低減 ⇒ リスクの低減

⇒ リスクの低減内水

浸水リスクの周知、
危機意識の向上を図る

⇒ リスクの低減内水

雨水の流出抑制を図る

三潴総合支所

城島総合支所

洪水

要配慮者利用施設の避難
体制を確保する

⇒ リスクの低減

⇒ リスクの回避

（凡例）

直近の浸水エリア


